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提 言 要 旨 

全国各地でのコミュニティバスの運行 

低い利用率 

 

・モータリゼーションの発展  ・環境への配慮  ・高齢者の外出支援 

・路線バスの廃止・減便    ・交通弱者対策  ・まちの活性化 etc 

多額の税金投入 

課題（モデル事例：茨城県土浦市新治バス） 

公共交通 

の 状 況 

日常生活にお

ける自家用車

への依存 

将来需要・潜

在需要と供給

内容との乖離 

運行ルートに対

する要望と実際

利用との乖離 

利便性の低い

運行ダイヤ 

採算性重視の

運賃設定 

利用につなが

る魅力不足 

発想転換の必要 
 ▽「バス単独の採算性」の視点から「地域社会全体へのプラス効果」の視点への転換 

 ▽「行政主体による運行」から「地域の積極的な関与による運行」への転換 


